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大量の情報およびデータがあふれて、不確実性が増す高度情報化社会において、方法知
としての統計的リテラシーの役割は急速に高まっている。本論文は、近年の研究動向を踏


















リングアプローチ (Manor Braham & Ben-Zvi, 2017)およびインフォーマルな統計的モデ
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の位置づけを明らかにしたこと、(2)ニュージーランドの統計教育と比較して日本の統計教
育の特徴を明らかにしたこと、 (3) 文脈の観点から統計教育過程の原理を提案したことで
ある。なお、申請者はこれまで、査読つき論文 10編、国際会議発表 7編を公表した。 
以上、審査の結果、本論文の著者は博士（教育学）の学位を授与される十分な資格があ
るものと認められる。 
 
